
　

　
　
和
元
年
度
洞
爺
湖
町
自
治
会
連

　
　
合
会
研
修
会
が
洞
爺
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約
1
0
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
伝
達
式
・
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
北
海
道
町
内
会
連
合
会
功
労
者

表
彰
を
住
吉
栄
治
さ
ん
（
虻
５
区
）

が
受
賞
、
ま
た
、
16
人
が
自
治
会
連

合
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
町
職
員
を
講
師
に

「
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
防
災
力
の

強
化
」
や
「
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ

パ
ー
ク
と
有
珠
山
の
噴
火
」
に
つ
い

て
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

のわだい
まち
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自治会活動推進のために�
自治会連合会研修会

　
　
活
習
慣
病
・
介
護
予
防
講
演
会

　
　
が
役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
糖
尿
病
に
な
る
前

に
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
発
症
を
予

防
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
。

　
当
日
は
、
洞
爺
温
泉
病
院
の
糖
尿

病
専
門
医
上
田
修
先
生
が
「
糖
尿
病

の
お
は
な
し
」
と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
同
病
院
理
学
療
法

士
の
葛
和
佳
先
生
が
「
糖
尿
病
の
運

動
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
ど
ん
な

運
動
を
す
る
べ
き
か
参
加
者
と
体
を

動
か
し
な
が
ら
講
演
し
ま
し
た
。

観光振興につなげる
ポケふた設置

適当な歩く早さを足踏みしながら体験する参加者適当な歩く早さを足踏みしながら体験する参加者講演を聞く参加者講演を聞く参加者

洞爺湖温泉 224 番地に設置されたポケふた洞爺湖温泉 224 番地に設置されたポケふた人権擁護委員から感謝状を受け取る寺島さん人権擁護委員から感謝状を受け取る寺島さん

生

ポ

令

思いやりの心を育む�
「人権の花」運動感謝状贈呈式

　
　
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
の
キ
ャ
ラ

　
　
ク
タ
ー
が
描
か
れ
た
マ
ン
ホ
ー

ル
の
ふ
た
「
ポ
ケ
ふ
た
」
が
洞
爺
湖

温
泉
2
2
4
番
地
（
駅
前
桟
橋
付

近
）
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
㈱
ポ
ケ
モ
ン
社
が
地
域
の
魅
力
発

信
を
目
的
に
全
国
に
寄
贈
し
て
い

て
、
町
上
下
水
道
課
が
、
観
光
振
興

に
つ
な
が
れ
ば
と
い
う
こ
と
か
ら
応

募
し
ま
し
た
。
ふ
た
に
は
、「
ロ
コ

ン
」
と
「
た
ま
に
温
泉
を
掘
り
当
て

る
」
と
い
う
「
ウ
リ
ム
ー
」
が
描
か

れ
、
洞
爺
湖
町
の
特
徴
を
表
現
し
た

デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
蘭
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
に
よ

　
　
る
「
人
権
の
花
」
運
動
の
感
謝

状
贈
呈
式
と
人
権
教
室
が
町
内
３
小

学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

虻
田
小
学
校
で
は
、
昨
年
の
春

に
同
協
議
会
か
ら
贈
ら
れ
た
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ジ
ニ
ア
な
ど
約

2
2
0
株
の
「
人
権
の
花
」
を
学

校
の
花
壇
で
育
て
た
３
年
生
を
代
表

し
て
寺
島
朱
莉
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
人
権
教
室
も
行
わ
れ
、

児
童
た
ち
は
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

学
び
ま
し
た
。

室

12
15

12
５

16
12 ・ 17

12 12
16

糖尿病予防を促進�
生活習慣病・介護予防講演会
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
年
11
月
30
日
に
山
形
県
東
田
川

　
　
郡
庄
内
町
で
開
催
さ
れ
た
、
第

13
回
あ
な
た
が
選
ぶ
日
本
一
お
い
し

い
米
コ
ン
テ
ス
ト
で
佐
々
木
哲
三
さ

ん
（
財
田
）
が
生
産
し
た
「
ゆ
め
ぴ

り
か
」
が
メ
ジ
ャ
ー
部
門
で
優
良
金

賞
を
受
賞
し
、
真
屋
町
長
に
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
「
財
田
米
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
を
感
じ
た
。
全
国

に
通
用
す
る
米
と
な
っ
た
こ
と
が
非

常
に
嬉
し
か
っ
た
。
今
後
は
さ
ら
に

上
を
目
指
し
、
財
田
米
の
知
名
度
を

上
げ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

あなたが選ぶ日本一おいしい米コンテスト
佐々木哲三さん優良金賞受賞

　
　
爺
湖
町
防
犯
協
会
で
は
、
ひ
っ　
　

　
　
た
く
り
や
空
き
巣
な
ど
の
住
民

へ
の
注
意
喚
起
を
目
的
に
歳
末
地
域

安
全
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

虻
田
支
部
で
は
、
会
員
な
ど
８

人
が
参
加
し
、
ウ
ロ
コ
虻
田
店
と

Ａ
マ
ー
ト
と
う
や
湖
店
に
分
か
れ
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
防
犯
啓
発
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
配
り
、
犯
罪
防
止
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
洞
爺
支
部
で
も
、
26
日
に
洞
爺
水

の
駅
、
洞
爺
郵
便
局
、
セ
イ
コ
ー

マ
ー
ト
洞
爺
店
の
３
か
所
に
分
か
れ

て
運
動
を
行
い
ま
し
た
。　

防犯への注意喚起
歳末地域安全運動

　
　
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
し
た
と　
　
　

　
　

し
て
佐
々
木
良
一
さ
ん
（
成

香
）
が
北
海
道
社
会
貢
献
賞
を
受
賞

し
、
蓮
見
光
志
胆
振
総
合
振
興
局
地

域
創
生
部
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
平
成
３
年
に
洞
爺

村
議
会
議
員
に
当
選
、
平
成
27
年
５

月
か
ら
は
洞
爺
湖
町
議
会
議
長
に
就

任
し
、
地
方
自
治
の
伸
展
に
尽
力
し

ま
し
た
。
佐
々
木
さ
ん
は
、「
支
え

て
く
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん
や
家
族
に

感
謝
し
て
い
る
。
今
後
も
地
域
の
た

め
に
貢
献
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
　
書
紹
介
文
・
読
書
感
想
画
の

　
　
表
彰
式
（
教
育
委
員
会
・
洞
爺

湖
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
）
が
各

小
・
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
小
・
中
学
校
か
ら
、
読
書
紹
介

文
83
点
、
読
書
感
想
画
71
点
の
応
募

が
あ
り
、
４
人
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

　
読
書
紹
介
文<

小
学
生
の
部>

釣

賀
怜
和
く
ん
（
虻
小
３
年
）＜

中
学
生

の
部＞

林
美
妃
さ
ん
（
虻
中
１
年
）
／

読
書
感
想
画＜

小
学
生
の
部＞

小
野

寺
陽
月
さ
ん
（
虻
小
６
年
）<

中
学
生

の
部＞

坂
本
蒼
司
さ
ん
（
洞
中
3
年
）

読書紹介文・読書感想画コンクール
読書の習慣を呼びかける

住民に注意喚起する会員住民に注意喚起する会員優良金賞を受賞した佐々木哲三さん（左）優良金賞を受賞した佐々木哲三さん（左）

社会貢献賞を受賞した佐々木良一さん社会貢献賞を受賞した佐々木良一さん

洞

読

昨

地

17
12

20
12

25
12

19
12

釣賀怜和くん

坂本蒼司さん

小野寺陽月さん

林美妃さん

地方自治の発展に貢献
佐々木良一さん社会貢献賞受賞
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